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消防局・上下水道局合同
　下水マンホール内事故に備える生体要救助者救出訓練

PR ポイント!

Key Person
下水道関連の労働災害は各地で毎年発生していますが、実際のマンホールを使用した訓練の機
会は限られていました。本訓練は、「実際のマンホールで訓練したい」という消防局の強い思い
もあり実現しました。
初めての取組であったため、訓練の目的や安全対策、両局の役割を丁寧に整理し、合意形成を
進める必要がありました。また、安全な訓練現場の確保などにも時間を要しましたが、関係者
の協力と助言に支えられ、困難を乗り越えることができました。今回の経験を通じて、両局の
連携の重要性を改めて強く認識しました。これからも、市民の安全・安心を守るため、両局の
協力体制を一層強化してまいります。

横須賀市上下水道局

取組の効果 !
【全国的にも先進的な合同訓練】
１ 実践型訓練
上下水道局が所管する、実際のマンホール施設を使用し、
実践型の合同訓練を実施

２ 「生体要救助者想定」の訓練
『酸欠・硫化水素』などの危険環境を前提に「生身の人間」
を要救助者と想定した、より現実的な救出訓練を実施

３ 二次災害抑止を目指した訓練
下水マンホール内の硫化水素発生メカニズム等を共有後、
現場到着から要救助者搬出までの両局の連携を具体化

１ 二次災害抑止への認識向上
実際のマンホール施設を使用し、「緊急時の対応」
を実体験することで、参加者の「二次災害」に対
する認識が大きく向上

２ 消防局と上下水道局の連携体制の強化
両局の連携手順を明確化することで事態発生時の
判断の迷いが軽減され、互いの専門性の理解と尊
重が深まり、日頃からの相互連携の重要性が共有
され、組織文化の改善に寄与

受賞事例の概要
○ 硫化水素の発生を想定したマンホール内の二次災害防止策の検証
○ 消防局と上下水道局の連携体制強化のための実践的訓練

・中央消防署高度救助隊のメンバー
・上下水道局 技術部 計画課

　千葉　修平・中山　慎




